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成 果 の 概 要 
 

イギリスのロンドンで開催された、免疫・膠原病内科で世界的に権威のある学術集会

である欧州リウマチ学会に参加し、"Handedness influences the laterality of clinical 
and radiological articular involvement in rheumatoid arthritis"という題目のポスタ

ー発表を行ってきた。（以下ポスターの内容：関節リウマチ(RA)は滑膜炎による関節破

壊を主病態とする慢性疾患であり、関節炎に左右差があることが多く、運動負荷によ

り関節炎が悪化した症例を経験することが多い。RA における関節破壊は利き手側がよ

り進行するという報告が過去にいくつかなされているが、過去論文のほとんどは右利

きの患者しか対象にしておらず、右手で関節破壊が進むのか、利き手側で関節破壊が

進むのかは不明である。RA 患者の利き手と関節破壊の進展の左右差の関係性を明らか

にするために、京都大学における KURAMA コホートにおける 334 人の RA 患者を対

象として臨床所見（DAS28 で使用する 28 関節の腫脹及び圧痛関節数の合計）と画像

所見（modified Total Sharp Score）による関節障害を利き手ごとに分類して評価を行

った。其の結果、RA において、右利き・左利きに関わらず利き手側の方が手の関節破

壊は進行しやすいという結論を得た。）欧州リウマチ学会は近年、演題応募数が増加し

ており、2015 年度は 4300 以上の発表が採択され、より一層大規模な集会となってお

り注目を集めている。そのような集会で発表をすることで、広く情報を発信ができた

と感じている。そして、ポスター発表中に何人かの参加者とディスカッションを行う

ことができ、新しいアイデアを得ることもできた。その中で最も印象的であったのは、

イスラム教徒は食事を含め多くのことに右手を使うので利き手以外にも左右差をきた

す原因があるという、エジプトからの参加者の意見であった。日本で研究をしている

時には思いもつかなかった発想である。本研究は、さらにエントリー数を増やして追

加報告をする予定としているが、利き手以外にも作業内容や文化の違いによる関節障

害についても今後、着目していきたいと考えている。 
 
欧州リウマチ学会に参加するのは今回が初めてであり、自分のポスター発表以外でも

数多くの学びがあった。日本のリウマチ学会に比べてポスターの数は圧倒的に多く、

内容も多岐にわたっていた。他の参加者のポスター発表からは世界の各地で現在どの

ような研究がなされているのか、自分の知らない新しい知識や考え方などを学ぶこと

ができ、自分の研究・診療のレベルを世界の枠組みの中で体感することもできた。日

本で研究・診療をしているときには感じることのできなかった貴重な経験であった。

また、欧州リウマチ学会で採択されている演題は、日本のリウマチ学会と異なり、強

皮症、乾癬性関節炎、変形性膝関節症、結晶誘発性関節炎が多かった。今まで以上に

より深く、多方面からこれらの疾患についての知識を増やすことができた。また、各



セッションでは、最近の新しいデータ、世界の膠原病診療をリードする欧州リウマチ

学会からの recommendation、recommendation を作成するまでの経緯を含めて聞く

ことができた。もちろん、学会に参加しなくても後日、インターネットなどで配信さ

れる時代ではあるが、ガイドラインを作成している有名な先生の話を生で聞くことが

出来たということは自分にとっては大変貴重な機会であり、研究・診療に対するモチ

ベーションは多いに向上した。今回の欧州リウマチ学会で得た知識・アイデアを今後

の免疫・膠原病診療の発展のために、引き続き役立てていきたいと考えている。 


